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「いいやつら」                     校長 松村 哲延 
早いもので令和３年も１１月を迎える時期になりました。今年で２年目となるコロナとの闘い

の日々ですが、ようやくここのところで感染の拡大状況に落ち着きが見え始め、緊急事態宣言下
の状況から私たちの生活の何割かの部分で従来の生活様式や人の動きなどが戻ってきている気
がします。かなり厳しい状況になっていた飲食業や旅行業界にも人が戻ってきているようで、街
にも明るさを感じることができるようになってきました。しかし、当然、気を抜いてはいられま
せん。有識者たちが警鐘を鳴らしている「第６波」が起ったとしてもその波から子どもたちを守
れるように、本校では、これからも必要に応じた確実な感染リスク対策を行っていくことになり
ます。 
 
さて、表題にもしている「いいやつら」。誰のことを指しているかというと、本校の子どもた

ちのことです。「校長が子どもたちを『やつら』なんて、何ということだ！」と思われてしまう
かも知れません。すみません。しかし、自分にとっては、その愛すべき人柄や、愛おしさを抱く
ような姿、感動するような深い人間性、を感じたりして、心からそう思える時にしか使わない、
かなり高い評価の「表現」のつもりです。「いい子たち」ではなく「いいやつら」。上からの感
覚ではなくて、フラットな関係性の感覚からの「表現」のつもりなので、どうかお許しください。
本当に、最近、ウチの子たちと接していて、そう思えることが多いのです。 
例えば、先日行われた市内駅伝大会に係ること。「男子Ａチーム４位。女子Ａチーム８位。ア

ベック入賞。」という素晴らしい成績を残した今回の市内駅伝大会。応援に行きたかった保護者
の方もたくさんいらっしゃったと思いますが、感染リスク対策で保護者の方の応援はお控えくだ
さいとのお願いもあり、我慢された方も多くいらっしゃったかと思います。私は、校長の役得で、
皆さんの気持ちも背負って応援に行かせていただきました。９月の暑さがまだまだ残る頃から
「オール東中」として５０名以上のメンバーで練習をスタートし、当日は補欠を含めて３５名の
子どもたちで参加してくれました。私はその練習の頃から見ていたのですが、実に良い雰囲気で、
声を掛け合い、励まし合って、まさに「ONE TEAM」の姿で準備を重ねてきてくれていました。さ
らに、練習の際にはコーチ役の体育科の教員だけではなく、体育科以外の、実に多くの教員が練
習に顔を出し、中には子どもたちと一緒に走ってくれている者も多くいて（翌日、筋肉痛になっ
ていた者もいましたが。）名実ともに真の「オール東中」の姿で大会までを進んできました。そ
して大会当日。彼ら、彼女らは、おそらく限界値まで自分の力を引き出して、タスキだけでなく、
しっかり心もつないで、走ってくれていたと思っています。選手たちはこれまで仲間とともに培
ってきた力を十分に発揮して、頑張ってくれていました。スタート直前のには、レースに出られ
ない仲間の思いや、会場に来られなかった仲間の思いを背負って、「やり切ってやる。」という
決意のような思いもその表情に読み取れました。苦しさに顔を歪めながらも必死で次の走者にタ
スキをつなごうとし、走り終わると倒れ込む姿や、その選手に駆け寄る彼ら、彼女らの姿に、大
きな感動をいただきました。「いいやつら」です。心から「誇り」に思います。結果「男子Ａチ
ーム４位。女子Ａチーム８位。アベック入賞。」となり、ちょうどお昼の校内放送の時間であっ
たのでそのニュースを流すと、各教室から歓声が聞こえてきたということです。そういうところ
も、「いいやつら」です。 
例えば、１０月２３日の土曜日に行われた「アカシア会との合同作業」。そのボランティアと

して例年、３年生の希望者を募り、行っているのですが、今年は４０名以上の希望者が出てきて
くれました。せっかくのお休みの土曜日。そういう時はゆっくり休みたいのは大人も子ども同じ
です。しかし、「東中をきれいにしたい。」という純粋な「東中愛」で子どもたちは集まってき
てくれました。それは、もちろんお父さん方のご協力があってこそだと思います。しかし、そう



やって集まってきてくれる、３年生がそんなにいることがまずは嬉しかった。実は参加したかっ
たけれど、塾や高校の説明会があって参加できなかった子どももいるのも知っています。その子
たちの分まで、というわけではないかも知れません。しかし、その日の作業も３年生の子どもた
ちは実に一生懸命、手を抜くことなく、しかも楽しそうに、コーチ役のお父さん方に教えていた
だきながら約２時間の作業を行ってくれていました。中にはペンキでジャージや髪の毛を白く汚
してしまったりしていた子どももいましたが、それでも実に和気あいあいと、お父さん方や教員
とともに作業をしている姿。本当にかわいい。実に「いいやつら」です。 
例えば、校長交流会での３年生の子どもたちの健気に頑張る様子。例えば、研究授業で緊張し

ている先生を支えようといつも以上に頑張る様子。例えば、最近飼い始めた「カメちゃん」の水
槽を覗き込みながら友達と話している様子。例えば、毎日ある掃除の時間に一生懸命に膝をつい
て床を拭く様子。例えば、生徒会本部役員改選に志をもって立候補してきてくれた子どもたちと
それを支える子どもたちの様子…。数え上げればきりがないくらい、日常の何気ない生活の中に
もウチの子どもたちの「いいやつら」の姿を見ることができます。そんな子どもたちのいる学校
に勤められる幸せと、それだけに感じる使命感や責任感も一層強まります。 
 
そういう使命感を我々教職員は等しく共有し、これからも、子どもたちの心身の安全と「知・

徳・体」における健やかな成長を東中学校の総力で支えてまいります。どうぞ保護者の皆様並び
に地域の皆様におかれましては一層のご理解とご支援、見守りをお願いいたします。（いつも以
上に長くなってしまいました。すみません。） 

 

市内駅伝大会 アカシア会とのペンキ塗り 生徒会本部役員選挙 


